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8 消防費 

 

1 消防費    1 常備消防費 

[担当：消防本部 総務課] P.336 

0501  消防総務事務に要する経費  15,808,090円（12,450,002円） 

[その他 930,300円  一財 14,877,790円] 

＊ 特財内訳 

[手数料:危険物許認可手数料 930,300円] 

〇 目的 

  消防行政事務の適正化と消防活動の万全を図る。 

〇 内容 

(1)火災状況について 

  平成17年及び平成16年の火災における種別ごとの件数、焼失面積及び損害額は、それ

ぞれ下表のとおりである。 

火災種別 建物 車両 林野 その他 計 

H17 24件 7件 0件 3件 34件 
件数 

H16 18件 6件 0件 5件 29件 

H17 829.99㎡  0 750.0a  
焼失面積 

H16 1,989.88㎡  0 46.2a  

H17 94,215千円 1,781千円 0千円 21千円 96,017千円 
損害額 

H16 192,576千円 1,534千円 0千円 0千円 194,110千円 

(2)救助活動状況について 

  平成17年及び平成16年の救助活動内訳は、それぞれ下表のとおりである。 

事故別 交通事故 火災 水難事故 機械事故 その他 計 

H17 29件 14件 1件 0件 11件 55件 
件数 

H16 35件 18件 3件 1件 15件 72件 

H17 15人 4人 1人 0人 1人 21人 
救助人員 

H16 19人 1人 2人 1人 6人 29人 

(3)スズメ蜂の駆除作業状況について 

平成17年及び平成16年の駆除件数等は、それぞれ下表のとおりである。 

H17 346件 
駆除件数 

H16 198件 

H17 1,070人 
出動延べ人員 

H16 611人 

○ 効果 

  消防行政事務の適正な執行と併せて、効率的な消防活動を展開することができた。 
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[担当：消防本部 総務課] P.338 

2001  職員研修に要する経費  1,122,855円（1,848,030円） 

[一財 1,122,855円] 

○ 目的 

 複雑多様化する各種の災害や、救急救助業務及び火災予防業務等に対して、消防職員が

適切に対応するための専門的知識や技術の習得を図る。 

○ 内容 

 茨城県立消防学校における教育をはじめ、各種の研修会に職員を派遣し消防職員として

必要な資質の向上を図る。 

・茨城県立消防学校救急科入校   3名 

・ 〃       救助科入校   1名 

・ 〃 ポンプ操法指導員研修    1名 

    ・ 〃     気管挿管講習  3名 

○ 効果 

 消防職員の教育訓練機関である茨城県立消防学校や、他の防災機関等で主催される研修

会等に参加したことで消防職員としての資質の向上が図られた。 

 

[担当：消防本部 総務課] P.340 

2201  消防庁舎の管理運営に要する経費  32,433,014円（38,632,896円） 

[一財 32,433,014円] 

○ 目的 

  災害時の拠点施設である消防庁舎の適正な管理運営を図る。 

○ 内容 

消防庁舎の適正な維持管理に努めるとともに職場環境の整備充実を図る。 

・消防庁舎   取手消防署（取手市消防本部） 

戸頭消防署 

吉田消防署 

椚木消防署 

宮和田消防署 
○ 効果 

消防職員は、その職務の性質上24時間勤務者が多数を占めており、適正な管理が維持さ

れることによって、衛生管理面等職場環境の充実が図られた。 

 

[担当：消防本部 警防課] P.342 

2301  消防自動車等の維持管理に要する経費  8,230,512円（5,975,495円） 

 [一財 8,230,512円] 

○ 目的 

 消防自動車等の円滑かつ適正な運用の充実強化を図る。 
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○ 内容 

 消防自動車の配置状況は、下表のとおりである。        （H18.3.31現在） 

 車両名 台数 

取手署 

取手1号車（化学車）        取手指令1号車 

取手2号車（ポンプ車）      取手指令2号車 

取手救助（救助工作車）       取手指令3号車 

取手梯子（梯子車）          取手広報1号車 

取手照明（電源照明車）       取手広報2号車 

取手搬送（資機材搬送車）     取手指揮1号車 

ボートトレーラー            査察指導車 

14 

戸頭署 
戸頭1号車（水槽付きポンプ車） 積載車（ポンプ積載車） 

戸頭2号車（ポンプ車）     戸頭指令1号車 
4 

吉田署 
吉田1号車（水槽付きポンプ車）吉田指令1号車 

吉田2号車（ポンプ車） 
3 

椚木署 

椚木1号車（水槽付きポンプ車）椚木救助（救助工作車） 

椚木2号車（ポンプ車）    椚木指令１号車 

椚木3号車（水槽付きポンプ車）防火広報車 

6 

宮和田署 
宮和田1号車（化学車）        宮和田指令１号車 

宮和田2号車（ポンプ車） 
3 

計  30 

○ 効果 

 消防業務の根幹をなす消防自動車等の維持管理が適正になされ、消防活動が円滑に図ら

れた。 

 

[担当：消防本部 警防課] P.342 

2401  消防水利の維持管理に要する経費  2,950,105円（2,510,660円） 

[一財 2,950,105円] 

○ 目的 

  消防水利の適正な管理運営を図る。 

○ 内容 

消火栓及び防火水槽の数は、それぞれ下表のとおりである。（単位：箇所） 

消火栓 防火水槽 

100mm以上 100mm未満 40㎥以上 40㎥未満 
計 

510 287 509 214 1,520 

○ 効果 

消防水利の適正な維持管理が図られた。 
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[担当：消防本部 警防課] P.342 

2501  救急救命士の養成に要する経費  2,091,224円（2,090,355円） 

[一財 2,091,224円] 

○ 目的 

  各消防署の救急隊に常時１名以上の救急救命士の配置を可能にするため、救急救命士の

養成を図り、救急救命士法（平成3年法律第36号）に基づく高度な救急処置を実現し、救

命率の向上を図る。 

○ 内容 

 救急救命士の養成  

(1)期間 平成17年4月5日（火）～9月26日（月） 

(2)場所 東京都八王子市南大沢4-5 救急救命東京研修所 

(3)経費 入校負担金     1,855,000円 

           旅費               155,800円 

図書及び受験料等       80,424円  

                             2,091,224円 

○ 効果 

  平成17年度に養成した1名を加えて、現在17名の救急救命士が養成されており、配置

状況は下表のとおりである。               （H18.3.31現在） 

 取手署 戸頭署 吉田署 椚木署 宮和田署 

救命士数 4名 4名 4名 3名 2名 

 

1 消防費    ２ 救急業務費 

[担当：消防本部 警防課] P.344 

0501 救急業務に要する経費  2,957,405円（1,865,082円） 

[一財 2,957,405円] 

〇 目的 

  救急資機材の適正な管理と的確な救急業務の遂行を図る。 

〇 内容 

平成17年及び平成16年の救急件数と救急車による搬送人員は、それぞれ下表のとおり

である。 

事故別 急病 交通事故 一般負傷 その他 計 

H17 2,592件 587件 502件 597件 4,278件 
件  数 

H16 2,237件 582件 455件 571件 3,845件 

H17 2,459人 624人 472人 522人 4,077人 
搬送人員 

H16 2,130人 617人 432人 484人 3,663人 

 また、感染防止対策として救急隊員及び救助隊員を中心にＢ型肝炎予防接種を実施した。 

○ 効果 

  救急業務体制にあっては、救急救命士の養成をはじめ、救急隊員の病院研修等を含めた
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教育訓練を実施したことで救急技能の向上が図られ、また、感染防止対策としてＢ型肝炎

予防接種を実施し、充実した救急業務体制を確立することができた。 

 

[担当：消防本部 警防課] P.346 

2001  救急自動車の維持管理に要する経費  5,583,101円（2,584,207円） 

[一財 5,583,101円] 

○ 目的 

 救急自動車の円滑かつ適正な運用の充実強化を図る。 

○ 内容 

救急自動車の配置状況は、下表のとおりである。       （H18.3.31現在） 

 車両名 台数 

取手署 
救急取手1号車（高規格救急車） 

救急取手2号車（２Ｂ型救急車） 予備車 
2 

戸頭署 救急戸頭１号車（高規格救急車） 1 

吉田署 救急吉田１号車（高規格救急車） 1 

椚木署 
救急椚木１号車（高規格救急車） 

救急椚木2号車（２Ｂ型救急車） 予備車 
2 

宮和田署 救急宮和田1号車（２Ｂ型救急車） 1 

計 7 

○ 効果 

 救急自動車の維持管理が適正になされ、救急活動が円滑に図られた。 

 

1 消防費    ３ 非常備消防費 

[担当：消防本部 総務課] P.348 

2001 消防団員に要する経費  47,187,088円（22,362,027円） 

[その他 10,817,000円 一財 36,370,088円] 

＊ 特財内訳 

[諸収入:消防団員退職報償金受入金 10,817,000円] 

○ 目的 

 消防団員の処遇及び福利厚生の充実を図る。 

○ 内容 

 消防団員の報酬と消防団員退職報償負担金及び消防団員公務災害補償等共済負担金等の

各種負担金の支出。 

･ 消防団員の定数 649人（旧取手市361人，旧藤代町288人） 

･ 消防団員の実数 605人（平成18年3月31日現在） 

○ 効果 

 消防団員の士気の高揚が図られ、消防団の諸活動をはじめ地域における自主活動にも積
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極的に参加する等、地域住民との信頼関係を築くことができた。 

 

[担当：消防本部 総務課] P.348 

2101 消防団の運営に要する経費  23,200,047円（48,444,248円） 

[一財 23,200,047円] 

○ 目的 

 消防団の円滑な運営を図る。 

○ 内容 

消防団の組織については、下図のとおりである。 

    （定数649名） 

   消防団長   第1支団長   本部員   26個分団 

          第2支団長   本部員   12個分団 

          女性消防団 

○ 効果 

 消防団活動の円滑化と消防施設等の適正な維持管理を図ることができた。 

 

1 消防費    ４ 水防費 

[担当：消防本部 警防課] P.350 

2001  水防に要する経費  956,089円（1,710,668円） 

[一財 956,089円] 

○ 目的 

  水防施設の適正な維持管理と水防体制の万全を図る。 

○ 内容 

水害に備えた水防演習訓練への積極的な参加をはじめ、管内においては、排水樋管（取

手・仲町）の適正な維持管理に努め、水防活動体制の確立を図る。 

○ 効果 

  水防演習訓練への参加をとおして、消防団員等も水害に対する新たな認識を持つことが

できた。また、排水樋管の適正な維持管理により周辺住民の安全な生活が確保された。 

 

1 消防費    ５ 消防施設費 

[担当：消防本部 総務課] P.352 

2201  消防施設の整備に要する経費  3,192,000円（0円） 

[一財 3,192,000円] 

○ 目的 

  女性職員の隔日勤務を可能にするため、仮眠室及び浴室の整備を図る。また、椚木消防

署の給湯設備の整備を図る。 
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○ 内容 

消防本部庁舎 女性消防職員用施設改修工事 2,205,000円 

椚木消防署庁舎 椚木消防署給湯設備改修工事 987,000円 

○ 効果 

 取手消防署に2名の女性職員を救急隊員として配置することができ、救急活動中におい

ては高齢者及び女性の救急患者から好評を得ている。 

 給湯設備の改修によって職員の衛生管理面の充実が図られた。 


